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全
身
を
除
い
て
原
寸

刀
　
無
銘
　
一
文
字

（
鎌
倉
中
期
―
備
前
）
約
七
七
〇
年
前

鎬
造
り　

刃
長
二
尺
一
寸
強
（
63
・
５
㎝
）　

反
り
五
分
強

元
巾
九
分
五
厘　

先
巾
六
分
八
厘　

重
ね
二
分

　

大
磨
上
げ
無
銘
の
刀
で
、
身
巾
・
反
り
頃
合
い
に
中
切
先
、

表
裏
に
太
い
棒
樋
を
掻
き
流
す
。
地
鉄
、
小
板
目
が
よ
く
錬

れ
て
地
沸
が
つ
き
、
乱
れ
映
り
た
つ
。
刃
文
、
丁
子
乱
れ
に

鎌
倉
中
期
の
福
岡
一
文
字
派
で
あ
る
。
本
作
は
そ
の
大
丁
子

乱
れ
が
目
立
っ
て
焼
き
が
高
く
、
刃
明
る
く
、
刃
中
し
き
り

と
働
き
、
健
全
で
同
派
の
典
型
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

重
要
刀
剣
（
昭
和
50
年
・
第
23
回
）

　
　
　
　
　

本
間
薫
山
博
士
鞘
書
あ
り
（
福
岡
一
文
字
）

　
　
　
　
　
﹃
鑑
刀
日
々
抄
﹄
続
Ⅱ
所
載

　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘　
　
　

七
〇
〇

（700）
万
円

大
丁
子
や
袋
丁
子
が
交
じ
り
、
焼
き
高
く
華
や
か
に
乱
れ
、

匂
い
勝
ち
で
明
る
く
冴
え
、
足
・
葉
入
り
、
か
す
か
に
砂
流

し
か
か
り
、
金
筋
入
る
。
帽
子
、
直
ぐ
調
に
表
は
浅
く
返
り
、

裏
は
火
焰
ご
こ
ろ
に
焼
き
詰
め
る
。

　

一
文
字
派
は
、
鎌
倉
初
期
か
ら
南
北
朝
期
に
わ
た
っ
て
備

前
国
の
福
岡
・
吉
岡
・
片
山
・
岩
戸
な
ど
の
地
に
栄
え
、
多

く
の
良
工
を
輩
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
最
も
華
麗
で
変

化
に
富
ん
だ
大
丁
子
乱
れ
の
作
風
を
展
開
し
て
い
る
の
は
、
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全
身
を
除
い
て
原
寸

短
刀
　
国く
に
よ
し吉

（
粟
田
口
）

（
宝
治
―
京
都
）

	
	

鎌
倉
中
期
　
約
七
八
〇
年
前

平
造
り　

刃
長
九
寸
（
27
・
３
㎝
）
や
や
内
反
り　

元
巾
七

分
強　

先
巾
四
分
七
厘　

重
ね
一
分
七
厘

　

身
巾
の
割
に
寸
が
延
び
、
重
ね
う
す
め
と
な
り
、
や
や
内

反
り
に
三
つ
棟
。
表
の
刀
樋
の
中
に
素
剣
・
梵
字
を
浮
彫
り
、

裏
は
刀
樋
に
腰
樋
を
刻
す
。
地
鉄
、
小
板
目
よ
く
錬
れ
て
つ

み
、
地
沸
が
厚
く
つ
く
。
刃
文
、
小
沸
よ
く
つ
い
た
中
直
刃

仕
立
て
、
匂
い
口
明
る
く
、
物
打
ち
辺
に
金
筋
入
る
。
帽
子
、

直
ぐ
に
小
丸
。

　

粟
田
口
鍛
冶
は
鎌
倉
初
期
か
ら
中
期
お
よ
び
後
期
に
か
け
、

国
友
を
長
兄
と
す
る
六
人
兄
弟
を
は
じ
め
と
し
て
、
国
友
の

子
の
則
国
、
則
国
の
子
の
国
吉
・
国
光
、
国
吉
の
子
の
吉
光
、

ま
た
国
吉
の
門
人
と
伝
え
る
国
延
・
吉
正
な
ど
十
指
に
余
る

名
工
が
輩
出
し
て
い
る
。
国
吉
は
則
国
の
子
、
藤
四
郎
吉
光

の
父
と
あ
っ
て
中
で
も
正
系
で
あ
る
。
有
銘
の
作
は
短
刀
が

比
較
的
に
多
く
、
吉
光
と
と
も
に
す
ぐ
れ
た
技
量
を
示
し
、

古
来
、
国
光
・
吉
光
と
並
ぶ
短
刀
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
る
。

そ
の
短
刀
の
姿
は
、
小
ぶ
り
細
身
の
も
の
、
ま
れ
に
細
身
寸

延
び
の
も
の
、
巾
広
く
寸
の
詰
ま
る
も
の
延
び
る
も
の
な
ど

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
内
反
り
で
あ
る
。
本
作
は
細
身
に
寸
が

延
び
た
姿
、
地
刃
に
国
吉
の
特
色
が
見
ら
れ
、
銘
も
太
鏨
と

尋
常
な
も
の
の
二
通
り
あ
る
う
ち
の
太
鏨
の
も
の
で
、
天
和

二
年
の
本
阿
弥
光
常
の
折
紙
も
付
き
貴
重
で
あ
る
。
拵
は
短

刀
用
の
正
統
な
合
口
拵
。
目
貫
と
小
柄
に
葵
紋
金
具
を
使
っ

て
家
格
の
高
い
品
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
新
作
で
あ
る
が
高

級
な
造
り
で
、
白
鮫
も
鞘
塗
も
と
て
も
き
れ
い
。

　
　

金
着
二
重
鎺　

拵
付(

白
鞘
も
あ
り)

　
　

重
要
刀
剣
（
昭
和
50
年
・
第
23
回
）

　
　

本
阿
弥
光
常
折
紙
付
（
天
和
二
年
）　

八
五
〇

（850）
万
円

黒
呂
塗
鞘
短
刀
合
口
拵　
︿
目
貫
﹀
葵
紋
二
双
図　

赤
銅
七
々
子
地　

容
彫　

金
色
絵
︿
小
柄
﹀
葵
紋
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
色
絵

︿
目
釘
﹀
銀
無
垢
（
片
側
か
ら
差
込
式
）︿
鵐
目（
し
と
ど
め
）﹀
金
無
垢
︿
角
所
﹀
黒
漆
塗
研
出
し
︿
柄
﹀
白
出
鮫
（
拵
の
総
長　

四
二
・
五
㎝
）
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全
身
を
除
い
て
原
寸

脇
差
　
吉よ
し
つ
ぐ次

（
鞍
馬
関
）

（
明
応
―
京
都
）

	
	

室
町
後
期
　
約
五
三
〇
年
前

鎬
造
り　

刃
長
一
尺
八
寸
二
分
弱
（
55
㎝
）
反
り
五
分
三
厘

元
巾
九
分　

先
巾
五
分
六
厘　

重
ね
二
分
強

　

室
町
後
期
の
片
手
打
ち
の
長
さ
に
、
腰
で
反
り
つ
き
、
身

巾
狭
め
に
鎬
高
く
小
切
先
。
表
の
腰
元
に
草
の
倶
利
伽
羅
、

裏
に
梵
字
を
鏨
深
く
刻
し
て
い
る
。
地
鉄
、
小
板
目
に
刃
中

は
柾
に
流
れ
る
。
刃
文
、
焼
き
高
い
互
ノ
目
に
尖
り
刃
を
交

え
、
匂
い
勝
ち
に
小
沸
が
つ
き
、
刃
中
柾
に
か
ら
ん
で
砂
流

し
盛
ん
で
沸
筋
も
入
る
。
ま
た
棟
焼
が
強
く
鎺
元
ま
で
に
つ

な
が
り
、
中
ほ
ど
上
は
飛
焼
を
交
え
て
皆ひ
た
つ
ら焼
風
と
な
る
。
帽

子
、
直
ぐ
に
小
丸
。

　

京
の
洛
北
・
鞍
馬
山
の
鞍
馬
寺
は
王
城
鎮
護
の
道
場
と
し

て
、
勅
願
寺
に
も
な
り
、
朝
野
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
。
同

寺
は
名
刹
で
あ
る
上
、
伝
説
や
行
事
に
彩
ら
れ
て
い
た
の
で
、

門
前
町
も
大
い
に
発
達
し
た
。
そ
こ
に
着
眼
し
て
刀
鍛
冶
が

鍛
冶
場
を
設
け
た
。
い
わ
ゆ
る
鞍
馬
鍛
冶
で
、
本
作
の
吉
次

が
代
表
。
本
国
京
都
で
あ
る
が
、
戦
乱
を
避
け
て
一
時
関
に

駐
鎚
し
、
美
濃
伝
を
学
ん
で
鞍
馬
に
来
た
。
同
派
の
刀
工
数

は
少
な
く
、
現
存
刀
も
多
く
な
く
珍
重
さ
れ
る
。
こ
の
派
の

特
色
と
し
て
、
洒
落
た
彫
身
を
見
か
け
、
彫
り
を
得
意
と
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
気
の
利
い
た
も
の
が
あ
り
、
古
来
愛

刀
家
に
好
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
本
作
は
皆
焼
風
の
焼

き
に
得
意
の
彫
物
は
深
く
特
徴
的
で
い
か
に
も
鞍
馬
で
あ
る
。

　

な
お
白
鞘
の
表
裏
に
は
鞘
書
な
ら
ぬ
長
い
文
字
彫
が
施
さ

れ
て
い
て
び
っ
く
り
す
る
。
末
尾
に
寿
徳
誌
と
あ
り
達
筆
な

行
書
彫
で
あ
る
が
よ
く
解
読
で
き
な
い
。
長
文
は
白
鞘
一
杯

に
深
く
彫
り
こ
ま
れ
て
い
て
、
異
様
さ
を
さ
ら
に
高
め
て
い
る
。

　
　
　
　

素
銅
一
重
鎺　

白
鞘
（
文
字
彫
あ
り
）

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付　
　

一
〇
〇

（100）
万
円
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全
身
を
除
い
て

原
寸

刀
　
備
前
国
住
長
船
彦
兵
衛
忠た
だ
み
つ光

　
　
　
同
九
郎
左
衛
門
作

　
　
文
明
三
年
八
月
日

（
室
町
中
期
―
備
前
）
五
二
三
年
前

鎬
造
り　

刃
長
二
尺
二
寸
七
分
強
（
68
・
８
㎝
）
反
り
八
分

五
厘　

元
巾
九
分
三
厘　

先
巾
六
分
一
厘　

重
ね
二
分
三
厘

　

定
寸
に
先
反
り
強
く
つ
き
ス
ラ
リ
と
し
て
太
刀
姿
に
も
見

え
る
き
れ
い
な
姿
。
地
鉄
、
板
目
が
よ
く
錬
れ
て
つ
み
、
地

沸
が
厚
く
つ
く
。
表
裏
の
上
部
に
棒
樋
と
添
え
樋
、
そ
の
下

に
表
は
梵
字
・
護
摩
箸
、
裏
は
梵
字
・
細
い
腰
樋
。
刃
文
、

焼
き
高
く
腰
の
開
い
た
互
ノ
目
乱
れ
に
丁
子
交
じ
り
、
匂
い

勝
ち
に
小
沸
が
つ
き
よ
く
乱
れ
る
。
帽
子
、
焼
き
深
く
、
小

さ
く
乱
れ
て
丸
に
返
る
。

　

長
船
忠
光
は
勝
光
・
宗
光
等
と
並
ぶ
末
備
前
鍛
冶
の
前
半

期
を
代
表
す
る
名
工
の
一
人
で
、
直
刃
・
乱
れ
刃
と
も
あ
る
。

彦
兵
衛
尉
・
修
理
亮
・
九
郎
左
衛
門
・
平
右
衛
門
尉
等
を
冠

す
る
諸
工
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
正
系
は
彦
兵
衛
家
で
あ
る

と
い
わ
れ
、
本
作
な
ど
作
例
を
見
て
も
初
代
の
彦
兵
衛
忠
光

は
傑
出
し
て
お
り
、
地
刃
が
明
る
く
忠
光
の
中
で
随
一
と
い

っ
て
よ
い
上
手
で
あ
る
。
本
作
は
そ
の
彦
兵
衛
と
、
同
じ
く

忠
光
を
名
乗
る
九
郎
左
衛
門
の
合
作
で
、
出
来
す
ぐ
れ
き
れ

い
な
刀
で
、
ま
た
た
い
へ
ん
よ
い
資
料
で
あ
る
。
拵
は
お
持

ち
主
が
注
文
し
て
誂
え
た
現
代
の
天
正
拵
。
金
具
は
皆
、
後

藤
や
美
濃
の
古
い
金
具
を
探
し
て
掟
通
り
に
作
っ
て
い
る
。

う
る
み
塗
鞘
と
柄
革
巻
の
色
合
い
が
鮮
や
か
で
、
人
目
を
ひ

く
中
身
に
ふ
さ
わ
し
い
拵
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　

重
要
刀
剣
（
昭
和
50
年
・
第
23
回
）

　
　
　
　

本
間
薫
山
博
士
鞘
書
あ
り　
　

九
五
〇

（950）
万
円
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う
る
み
塗
鞘
打
刀
拵
（
天
正
拵
写
し
）︿
頭
﹀
う
る
み
塗
角
︿
縁
﹀
腰
樋
図　

赤
銅
磨
地　

横
線
刻
み
入
り
︿
目
貫
﹀
菱
草
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵

︿
鐔
﹀
梅
樹
透
し　

鉄
磨
地　

丸
形　

透
し
彫　

角
耳
小
肉
︿
小
柄
﹀
無
銘
・
脇
後
藤　

茗
荷
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
・
銀
色
絵

︿
笄
﹀
馬
具
図　

山
銅
七
々
子
地　

鋤
下
げ
高
彫　

金
色
絵
︿
柄
﹀
う
る
み
塗
鮫
着
緑
色
燻
革
巻
（
拵
の
総
長　

九
五
・
五
㎝
）

脇
差
　
備
前
国
住
長
船
祐す
け
さ
だ定

（
彦
兵
衛
尉
）

　
　
　
永
正
九
年
二
月
日

（
室
町
後
期
―
備
前
）
五
一
四
年
前

●
次
頁
に
続
く

鎬
造
り　

刃
長
一
尺
九
寸
強
（
57
・
６
㎝
）
反
り
七
分
弱　

元
巾
九
分
八
厘　

先
巾
六
分
七
厘　

重
ね
二
分
五
厘

　

し
っ
か
り
と
し
た
片
手
打
ち
姿
の
当
時
の
打
刀
で
、
身
巾

広
め
に
反
り
深
く
先
反
り
が
つ
き
、
中
切
先
延
び
ご
こ
ろ
で

重
量
が
あ
る
。
表
裏
、
中
ほ
ど
下
ま
で
棒
樋
に
添
樋
、
腰
元

の
表
に
三
鈷
付
剣
・
裏
に
不
動
明
王
の
梵
字
刻
し
て
ま
こ
と

に
見
栄
え
が
よ
い
。
地
鉄
、
小
板
目
よ
く
錬
れ
て
つ
み
、
地

沸
が
厚
く
つ
く
。
刃
文
、
焼
き
高
い
腰
開
き
互
ノ
目
に
丁
子

を
交
え
て
さ
か
ん
に
乱
れ
、
匂
い
勝
ち
に
小
沸
が
つ
き
、
刃

中
に
足
・
葉
入
り
、
地
刃
明
る
く
冴
え
る
。
帽
子
、
焼
き
深

く
、
乱
れ
込
み
先
き
小
丸
に
返
る
。

　

本
作
は
俗
名
こ
そ
入
っ
て
い
な
い
が
、
出
来
と
年
紀
か
ら

彦
兵
衛
の
作
と
し
て
鑑
定
書
が
つ
く
。
彦
兵
衛
尉
祐
定
は
名

工
・
与
三
左
衛
門
尉
祐
定
の
父
で
、
作
品
は
室
町
後
期
の
長

享
か
ら
永
正
に
わ
た
る
。
末
備
前
の
祐
定
の
刀
は
数
多
い
が
、

そ
れ
ら
は
こ
の
彦
兵
衛
祐
定
か
ら
は
じ
ま
り
与
三
左
衛
門
祐

定
、
つ
い
で
源
兵
衛
祐
定
に
い
た
る
親
子
三
代
の
名
声
に
よ

る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
﹁
祐
定
三
作
﹂
の
一
人

で
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
時
代
が
一
番
古
い
た
め
思
っ
た
よ

り
作
品
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
俗
名
を
切
っ
て
い
る
も

の
も
少
な
い
。
本
作
は
、
身
巾
が
あ
り
、
重
ね
厚
く
ズ
ッ
シ

リ
と
重
量
が
あ
り
、
彫
物
は
よ
く
。
刃
文
も
祐
定
以
外
に
紛

れ
ぬ
乱
れ
刃
で
、
傑
作
の
一
振
で
あ
る
。

　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付　
　

二
五
〇

（250）
万
円

7

●
次
頁
に
続
く

の
表
に
三
鈷
付
剣
・
裏
に
不
動
明
王
の
梵
字
刻
し
て
ま
こ
と

そ
れ
ら
は
こ
の
彦
兵
衛
祐
定
か
ら
は
じ
ま
り
与
三
左
衛
門
祐
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全
身
を
除
い
て
原
寸

刀
　
法
橋
藤
原
来
金き

ん
み
ち道

	

（
寛
永
―
京
都
）

	
	

江
戸
初
期
　
約
四
〇
〇
年
前

鎬
造
り　

刃
長
二
尺
四
寸
三
分（
73
・
６
㎝
）反
り
四
分
六
厘

元
巾
一
寸
三
厘　

先
巾
六
分
六
厘　

重
ね
二
分
五
厘

　

わ
ず
か
に
区ま
ち

を
送
る
が
長
寸
で
、
反
り
浅
く
、
元
先
に
巾

差
が
つ
き
、
重
ね
厚
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
新
刀
姿
。
地
鉄
、

柾
目
鍛
え
で
、
よ
ろ
け
ご
こ
ろ
の
あ
る
肌
目
が
立
ち
、
地
沸

が
つ
く
。
刃
文
、
沸
出
来
の
丸
い
互
ノ
目
に
小
の
た
れ
を
交

え
、
高
低
が
つ
き
匂
い
深
く
，
刃
中
柾
に
か
ら
ん
で
砂
流
し

盛
ん
に
か
か
り
、
沸
崩
れ
も
あ
っ
て
働
き
が
あ
る
。
帽
子
、

直
ぐ
調
に
先
き
小
丸
。

　

京
の
三
品
一
派
の
う
ち
金
道
と
い
う
と
、
す
ぐ
に
長
男
の

伊
賀
守
金
道
系
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
次
男
の
来
金
道
系
も
腕

が
よ
い
。
次
男
・
金
道
は
山
城
来ら
い

家
を
再
興
し
て
来
を
冠
し
、

文
禄
四
年
に
和
泉
守
を
受
領
し
て
慶
長
五
年
没
。
二
代
目
の

来
金
道
は
元
和
二
年
に
越
後
守
を
受
領
し
た
が
、
そ
の
後
ま

も
な
く
僧
位
を
も
ら
い
大
法
師
に
な
っ
た
。
寛
永
元
年
に
は

さ
ら
に
高
位
の
法
橋
と
な
る
。
僧
位
を
も
ら
う
と
武
士
の
官

位
は
遠
慮
す
る
の
で
こ
の
人
の
越
後
守
銘
は
少
な
い
。
本
作

は
二
代
目
来
金
道
の
晩
年
作
と
な
り
、
長
寸
に
乱
れ
刃
、
ま

だ
ま
だ
覇
気
横
溢
し
て
い
る
。
拵
は
新
作
の
し
っ
か
り
し
た

も
の
。
鞘
と
柄
革
巻
の
色
合
い
が
よ
い
。
金
具
も
そ
れ
な
り

に
凝
っ
た
品
を
使
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
） 

　
　
　
　
　
　
　
　

春
霞
刀
剣
会
鑑
定
証
付
（
昭
和
57
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

一
四
〇

（140）
万
円
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黒
呂
塗
鞘
打
刀
拵
︿
縁
頭
﹀
瓢
箪
図　

赤
銅
な
め
く
り
石
目
地　

高
彫　

金
色
絵　
︿
目
貫
﹀
藤
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
点
象
嵌

︿
鐔
﹀
杜
甫
図　

鉄
磨
地　

丸
形　

薄
肉
彫　

小
透
し　

金
布
目
象
嵌　

角
耳
小
肉
︿
柄
﹀
白
鮫
着
緑
燻
革
巻
（
拵
の
総
長　

一
〇
七
㎝
）

全
身
を
除
い
て
原
寸
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短
刀
　
定さ
だ
も
り盛
作
（
平
た
い
ら
高
田
）

（
天
文
―
豊
後
）

	
	

室
町
後
期
　
約
四
九
〇
年
前

冠
落
し
造
り　

刃
長
八
寸
強
（
24
・
３
㎝
）　

反
り
一
分
弱

元
巾
七
分
弱　

先
巾
五
分　

重
ね
二
分
二
厘

　

冠
落
し
造
り
の
細
身
の
短
刀
で
、
重
ね
は
厚
く
先
反
り
が

わ
ず
か
に
つ
き
、
馬め

て手
指ざ
し

で
あ
る
の
で
銘
を
差
し
裏
に
切
る
。

地
鉄
、
板
目
に
流
れ
が
交
じ
り
、
地
沸
つ
い
て
映
り
ご
こ
ろ

た
つ
。
刃
文
、
表
は
小
沸
締
ま
り
気
味
の
直
刃
。
裏
は
直
ぐ

調
に
小
互
ノ
目
交
じ
り
、
喰
違
刃
や
ほ
つ
れ
も
あ
っ
て
小
沸

が
よ
く
つ
く
。
帽
子
、
直
ぐ
調
に
小
丸
で
掃
き
か
け
る
。

　

平
高
田
と
は
室
町
初
め
の
応
永
か
ら
室
町
末
期
の
天
正
ま

で
、
豊
後
国
高
田
に
住
し
た
刀
工
群
で
、
平
姓
を
名
乗
る
こ

と
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。
作
風
は
当
時
の
末
備
前
・
宇
多
・

藤
島
な
ど
に
似
通
い
﹁
盛
﹂
の
字
の
つ
く
工
が
多
い
の
も
こ

の
国
の
特
徴
で
、
盛
家
（
応
永
）
長
盛
・
治
盛
（
永
正
）
定

盛
（
天
文
）
ら
が
知
ら
れ
、
定
盛
は
同
派
を
代
表
す
る
長
盛

の
子
で
あ
る
。
本
作
は
佐
藤
寒
山
博
士
の
鞘
書
に
も
あ
る
よ

う
に
馬
手
指
の
珍
品
で
出
来
が
よ
く
、
拵
も
風
情
が
あ
り
、

お
好
き
者
に
好
ま
れ
て
き
た
こ
と
が
よ
く
分
る
品
で
あ
る
。

　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　

佐
藤
寒
山
博
士
鞘
書
あ
り
（
馬
手
指
・
珍
品
と
）

　
　
　
　
﹃
続
・
大
分
県
の
刀
﹄
に
な
か
ご
所
載
（
43
頁
）

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付　
　

六
五
（65）
万
円

黒
石
目
塗
合
口
拵　
︿
目
貫
﹀
丸
に
違
い
矢
羽
紋
図　

四

分
一
石
目
地　

丸
形　

鋤
出
し
高
彫
︿
栗
形
金
具
﹀
地
板　

雲
文
図
を
線
彫　

素
銅
地
に
金
色
絵
。
同
地
の
紐
通
し
金
具

付
き
︿
角
所
﹀
黒
漆
塗
研
出
し
（
拵
の
総
長　

三
六
・
五
㎝
）

黒
造
り
で
一
見
地
味
で
あ
る
が
、
風
情
の
あ
る
合
口
拵
。
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脇
差
　
肥
前
国
忠た

だ
よ
し吉

（
秀
し
�
う
が
ん
め
い

岸
銘
）

（
慶
長
―
肥
前
）

	
	

江
戸
初
期
　
約
四
二
五
年
前

菖
蒲
造
り　

刃
長
一
尺
二
寸
一
分
弱
（
36
・
６
㎝
）
反
り
二

分
半　

元
巾
一
寸
二
分　

先
巾
七
分
三
厘　

重
ね
二
分
三
厘

　

菖
蒲
造
り
の
小
脇
差
で
、
身
巾
広
め
に
先
反
り
つ
き
、
鎬

高
く
棟
を
深
く
卸
し
て
陰
影
つ
く
。
地
鉄
、
小
さ
め
の
板
目

が
き
れ
い
に
現
れ
、
鉄
色
黒
み
が
か
り
、
地
景
こ
ま
か
く
入

り
、
地
沸
つ
く
。
刃
文
、
焼
き
の
高
い
互
ノ
目
乱
れ
に
小
沸

が
よ
く
つ
き
、
刃
中
に
砂
流
し
・
沸
筋
・
葉
な
ど
働
き
あ
っ

て
明
る
く
、
下
半
は
の
た
れ
か
ら
箱
刃
と
な
り
、
刃は

区ま
ち

は
古

作
焼
落
し
風
。
帽
子
、
互
ノ
目
か
ら
先
き
小
丸
。

　

肥
前
初
代
忠
吉
は
鍋
島
家
の
抱
え
工
で
、
慶
長
元
年
上
洛

し
て
埋
忠
明
寿
の
門
に
学
び
、
同
三
年
帰
国
し
た
。
直
刃
・

乱
れ
刃
い
ず
れ
も
上
手
で
新
刀
最
上
作
・
最
上
大
業
物
に
列

せ
ら
れ
て
い
る
。
作
品
は
慶
長
五
年
ご
ろ
か
ら
没
年
ま
で
約

三
十
年
に
わ
た
る
。
は
じ
め
﹁
肥
前
国
忠
吉
﹂
と
五
字
に
切

り
、
特
に
慶
長
五
年
か
ら
十
四
年
に
か
け
て
の
銘
は
小
振
り

の
た
て
詰
ま
り
の
銘
で
は
独
特
の
雅
味
が
あ
り
、
こ
れ
を
秀

岸
銘
と
呼
ん
で
い
る
。
禅
宗
の
僧
・
秀
岸
の
下
書
き
を
手
本

に
銘
を
切
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
本
作
は
忠
吉
の
初
期
作
に

あ
た
り
、
姿
に
覇
気
が
あ
り
、
地
刃
の
冴
え
た
優
品
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　

本
間
薫
山
博
士
鞘
書
あ
り

　
　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘　
　

二
〇
〇

（200）
万
円

全
身
を
除
い
て
原
寸
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脇
差
　
武
州
下
原
住
広ひ

ろ
し
げ重

（
慶
長
―
武
蔵
八
王
子
）

	
	

江
戸
初
期
　
約
四
二
〇
年
前

平
造
り　

刃
長
一
尺
三
寸
一
分
強
（
39
・
８
㎝
）　

反
り
二

分
強　

元
巾
一
寸
強　

先
巾
八
分
五
厘　

重
ね
二
分
一
厘

　

身
巾
広
い
平
造
り
の
小
脇
差
で
、
重
ね
頃
合
い
に
先
反
り

の
浅
く
つ
い
た
し
っ
か
り
と
し
た
姿
。
地
鉄
、
板
目
に
流
れ

や
如じ
ょ
り
ん
も
く

輪
杢
風
の
杢
を
交
え
て
よ
く
肌
目
が
見
え
、地
沸
つ
く
。

刃
文
、
焼
巾
の
広
い
の
た
れ
調
の
中
に
、
小
互
ノ
目
や
小
乱

れ
を
交
え
て
小
足
が
入
り
、
沸
勝
ち
に
叢む
ら
に
え沸

つ
く
も
総
体
に

沈
み
ご
こ
ろ
。
帽
子
、の
た
れ
込
み
先
き
小
丸
で
返
り
長
め
。

　

現
在
の
都
下
八
王
子
付
近
に
住
ん
だ
と
い
わ
れ
る
下
原
一

派
は
、
室
町
末
ご
ろ
大
変
に
栄
え
た
刀
工
群
で
あ
っ
た
。
当

時
の
こ
の
地
の
支
配
者
・
小
田
原
北
条
氏
の
下
、
滝
山
城
周

辺
で
北
条
家
一
統
の
た
め
に
作
刀
し
た
。
周
重
・
康
重
・
照

重
・
広
重
な
ど
の
ほ
か
多
数
の
名
が
挙
げ
ら
れ
分
家
門
葉
も

多
い
。
江
戸
期
に
入
る
と
、
徳
川
家
に
仕
え
て
幕
末
に
お
よ

ん
だ
。
広
重
は
古
刀
期
か
ら
見
る
が
本
作
は
新
古
境
の
頃
で

あ
ろ
う
。
な
お
新
刀
期
ま
で
下
が
る
と
中
で
も
広
重
の
一
派

が
力
を
持
ち
、
新
刀
下
原
を
代
表
す
る
工
と
な
る
。
高
名
な

武
蔵
太
郎
安
国
も
こ
の
家
か
ら
出
る
。
本
作
は
姿
よ
く
中な
か
ご心

の
形
も
よ
く
、
よ
い
下
原
刀
の
一
振
で
あ
る
。
拵
も
つ
い
て

お
り
、
鞘
は
長
め
に
造
り
、
黒
石
目
鞘
に
痛
み
な
く
、
金
具

も
そ
れ
ぞ
れ
き
ち
ん
と
し
た
も
の
を
使
っ
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
剣
鑑
定
書
付　
　

四
〇
（40）
万
円

黒
石
目
塗
鞘
定
紋
蒔
絵
脇
差
拵　
（
表
・
隅
切
に
違
い
鷹
の
羽
紋
、
裏
・
五
三
桐
紋
）

︿
縁
頭
﹀
竹
図　

赤
銅
磨
地　

鋤
出
彫　

片
切
彫　

金
色
絵

︿
目
貫
﹀
麒
麟
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵
︿
鐔
﹀
網
目

文
透
し　

鉄
地　

長
丸
形　

耳
・
赤
銅
覆
輪
︿
小
柄
﹀
龍
図

　

赤
銅
七
々
子
地　

金
据
文　

裏
・
哺
金
︿
柄
﹀
白
鮫
着
黒

糸
巻
（
拵
の
総
長　

七
一
㎝
）
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（
江
戸
初
期
―
肥
前
）
三
九
八
年
前

脇
差
　
武
蔵
大
掾
藤
原
忠た
だ
ひ
ろ広

　
　
　
寛
永
五
年
八
月
吉
日

鎬
造
り　

刃
長
一
尺
三
寸
三
分
（
40
・
２
㎝
）
反
り
三
分
弱

元
巾
一
寸
一
分　

先
巾
八
分
一
厘　

重
ね
二
分
四
厘

　

身
巾
の
あ
る
短
め
の
脇
差
で
、
切
先
大
き
く
重
ね
厚
く
、

ド
ッ
シ
リ
と
し
た
感
じ
に
、
表
裏
に
棒
樋
に
添
樋
を
掻
き
流

し
、
加
え
て
表
の
腰
元
に
不
動
の
梵
字
を
刻
し
て
ち
ょ
っ
と

異
様
な
雰
囲
気
も
醸
す
。
地
鉄
、
小
板
目
が
つ
み
、
柾
を
交

え
て
地
景
こ
ま
か
に
入
り
、
地
沸
が
厚
く
つ
く
。
刃
文
、
中

直
仕
立
て
に
小
沸
が
深
く
つ
き
、
刃
縁
か
ら
刃
中
に
小
足
・

葉
ご
こ
ろ
が
入
る
。
帽
子
、
直
ぐ
に
小
丸
で
焼
き
深
め
。

　

初
代
忠
吉
の
晩
年
、
武
蔵
大
掾
銘
の
作
で
あ
る
。
五
字
忠

銘
か
ら
住
人
忠
吉
銘
に
変
化
し
、
寛
永
元
年
（
元
和
十
年
）

に
武
蔵
大
掾
を
受
領
し
、
名
も
忠
広
に
改
め
た
。
三
十
余
年

鍛
刀
し
、
江
戸
期
に
栄
華
を
誇
る
肥
前
刀
の
礎
を
築
い
た
。

本
作
は
得
意
の
直
刃
を
焼
き
、
年
紀
も
あ
っ
て
貴
重
で
あ
る
。

同
九
年
61
歳
没
な
の
で
、
ま
だ
元
気
な
こ
ろ
で
、
本
作
も
小

さ
い
わ
り
に
力
強
さ
が
表
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付　
　

一
六
五

（165）
万
円
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刀
　
平
安
城
住
藤
原
信の

ぶ
よ
し吉
作

（
寛
永
―
京
都
）

	
	

江
戸
前
期
　
約
三
八
五
年
前

鎬
造
り　

刃
長
二
尺
四
寸
強
（
72
・
８
㎝
）
反
り
八
分
強　

元
巾
一
寸
七
厘　

先
巾
七
分
二
厘　

重
ね
二
分
二
厘

　

長
寸
で
反
り
深
く
つ
き
、
元
先
の
巾
差
さ
ほ
ど
変
わ
ら

ず
、
重
ね
頃
合
い
で
中
切
先
や
や
延
び
、
表
裏
に
棒
樋
を
刻

す
る
優
姿
。
地
鉄
、
板
目
に
流
れ
を
交
え
て
肌
目
が
よ
く
立

ち
、
地
沸
厚
く
つ
く
。
刃
文
、
焼
き
の
高
い
小
沸
出
来
の
互

ノ
目
に
箱
刃
や
大
丁
子
刃
を
交
え
て
匂
い
深
く
、
刃
中
足
入

り
、
砂
流
し
盛
ん
に
か
か
っ
て
金
筋
入
る
。
帽
子
、
焼
き
深

く
、
乱
れ
込
み
小
丸
で
掃
き
か
け
る
。

　

信
吉
を
名
乗
る
刀
工
は
新
刀
期
の
上
方
に
多
く
、
京
都
の

三
品
系
の
鍛
冶
・
信
濃
守
信
吉
（
寛
永
~
寛
文
）
を
初
代
と

し
て
、
そ
の
門
葉
は
越
前
守
・
阿
波
守
・
相
模
守
・
河
内
守

な
ど
皆
信
吉
を
名
乗
っ
て
京
お
よ
び
大
坂
に
お
い
て
鍛
刀
し
、

そ
れ
ぞ
れ
腕
達
者
な
工
と
し
て
知
ら
れ
る
。
本
作
は
初
代
・

信
濃
守
信
吉
の
受
領
前
の
作
。
受
領
前
の
こ
の
作
の
地
鉄
は
、

肌
立
ち
気
味
に
板
目
流
れ
る
三
品
の
祖
・
関
風
で
あ
る
が
、

の
ち
に
新
刀
風
の
肌
に
な
り
、
刃
文
も
直
刃
・
互
ノ
目
を
問

わ
ず
、
沸
・
匂
い
の
深
い
も
の
に
変
わ
っ
て
い
く
。
本
作
は

初
代
信
吉
の
傑
作
刀
で
、
中こ
み
あ
じ
心
味
よ
く
銘
も
ま
だ
ピ
ン
ピ
ン

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇

（200）
万
円
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刀︿
葵
紋
﹀康や
す
つ
ぐ継
以
南
蛮
鉄
於
武
州
江
戸
作
之

　
　
　
嫡
子
康
継
銘
之
（
江
戸
三
代
）

	
	
	
	

（
寛
文
―
江
戸
）

	
	
	
	
	

江
戸
前
期
　
約
三
五
〇
年
前

●
次
頁
に
続
く

鎬
造
り　

刃
長
二
尺
二
寸
九
分
強
（
69
・
４
㎝
）
反
り
四
分

元
巾
一
寸
強　

先
巾
六
分
五
厘　

重
ね
二
分
二
厘

　

元
先
の
巾
差
つ
い
て
、
腰
で
浅
く
反
り
、
鎬
や
や
高
く
、

中
切
先
詰
ま
り
ご
こ
ろ
。
地
鉄
、
板
目
で
よ
く
肌
目
が
見
え
、

小
板
目
に
つ
む
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
鉄
色
黒
ず
み
、
地
沸
が
つ

く
。
刃
文
、
直
ぐ
調
小
の
た
れ
で
、
小
互
ノ
目
交
え
、
沸
よ

く
つ
い
て
、
刃
中
足
入
り
、
砂
流
し
よ
く
か
か
り
、
金
筋
入

る
。
帽
子
、
直
ぐ
に
小
丸
、
掃
き
か
け
て
返
る
。

　

家
康
公
ゆ
か
り
の
幕
府
抱
え
鍛
冶
・
康
継
は
、
初
・
二
代

ま
で
は
江
戸
と
越
前
を
行
き
来
し
て
奉
公
し
て
い
た
が
、
三

代
目
に
し
て
跡
目
争
い
か
ら
二
家
に
分
か
れ
、
以
後
そ
れ
ぞ

れ
江
戸
と
越
前
で
定
住
奉
公
す
る
に
至
っ
た
。
本
作
は
江
戸

三
代
の
無
銘
の
遺
作
に
、
嫡
子
・
市
之
亟
四
代
目
が
追
懸
け

入
銘
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
の
出
来
も
直
刃
調
主
体
を
得
意

と
し
た
三
代
目
の
も
の
。
な
お
康
継
に
は
初
代
か
ら
も
相
当

数
の
無
銘
作
が
残
さ
れ
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
、
こ
の
刀

と
類
似
の
銘
振
り
の
追
銘
の
作
を
よ
く
見
か
け
る
。
拵
は
傷

み
な
い
鞘
に
全
体
黒
色
の
し
っ
か
り
し
た
時
代
拵
。

　
　
　
　
　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

二
三
〇

（230）
万
円
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黒
石
目
塗
鞘
打
刀
拵
（
鞘
に
黒
線
高
蒔
絵
の
折
敷
に
違
い
鷹
の
羽
紋
を
一
つ
）︿
縁
頭
﹀
紗
綾
文
図　

赤
銅
磨
地　

金
線
色
絵
︿
目
貫
﹀
蓑
亀
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵

︿
鐔
﹀
壺
形
の
金
印
銘
あ
り　

網
代
透
し　

鉄
地　

丸
形　

透
し
彫　

両
櫃
孔
の
縁
に
金
布
目
象
嵌　

耳
・
赤
銅
覆
輪
︿
鞘
口
﹀
無
文
う
ね
り
地　

四
分
一
磨
地

︿
柄
﹀
白
鮫
着
黒
糸
巻
（
拵
の
総
長　

一
〇
一
㎝
）

刀
　
津
田
近
江
守
助す

け
な
お直

　
　
貞
享
五
年
二
月
日

（
江
戸
中
期
―
大
坂
）
三
三
八
年
前

鎬
造
り　

刃
長
二
尺
二
寸
九
分
強
（
69
・
４
㎝
）
反
り
六
分

五
厘　

元
巾
一
寸
六
厘　

先
巾
七
分
四
厘　

重
ね
二
分
四
厘

　

定
寸
に
先
反
り
風
に
反
り
つ
き
、
元
巾
広
く
先
や
や
狭
ま

り
、
重
ね
厚
く
し
っ
か
り
と
し
て
重
量
が
あ
る
。
地
鉄
、
小

板
目
が
微
塵
に
つ
み
、
地
沸
厚
く
つ
く
ま
こ
と
に
き
れ
い
な

大坂
地
鉄
。
刃
文
、
大
互
ノ
目
乱
れ
に
小
の
た
れ
を
交
え
、
匂

い
深
く
、
荒
め
の
沸
が
つ
き
、
沸
筋
・
金
筋
盛
ん
に
か
か
り

明
る
く
冴
え
る
。
帽
子
、
の
た
れ
調
に
掃
き
か
け
て
返
る
。

　

助
直
は
江
州
高
木
村
の
生
ま
れ
。
助
広
の
門
に
入
り
、
の

ち
そ
の
妹
婿
と
な
る
。
助
広
没
後
、
津
田
一
門
の
頭
領
と
し

て
活
躍
す
る
。
本
作
は
50
歳
の
打
ち
盛
り
の
時
で
、
地
刃
は

こ
れ
ぞ
大
坂
地
鉄
と
い
う
き
れ
い
で
明
る
い
も
の
。
ま
こ
と

に
健
全
で
あ
る
。
拵
が
ま
た
素
晴
ら
し
く
、
葵
紋
の
五
処
で

揃
え
た
豪
華
な
打
刀
拵
。
鞘
は
新
し
く
、
そ
れ
だ
け
に
綺
麗

で
見
栄
え
が
す
る
。
小
柄
・
笄
に
直
照
の
銘
が
入
り
、
江
戸

後
期
の
佐
野
直
好
の
子
で
神
田
住
。
五
処
も
こ
の
工
と
思
わ

れ
、
佐
野
の
作
風
を
知
る
よ
い
資
料
。
将
軍
家
に
繋
が
る
家

系
の
武
士
の
注
文
品
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
だ
け
揃
う
の
は
珍

し
く
、
鎺
も
金
無
垢
二
重
に
し
て
葵
紋
を
透
し
彫
し
て
い
る
。

　
　

金
無
垢
二
重
鎺
（
葵
紋
透
し
彫
入
り
）

　
　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）　

藤
代
松
雄
師
鑑
定
書
あ
り　

　
　

保
存
刀
剣
鑑
定
書
付　
　

四
五
〇

（450）
万
円

（450）
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葵
紋
揃
い
金
具
黒
呂
塗
鞘
打
刀
拵　
︿
縁
頭
﹀
葵
紋
散
し
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
色
絵
︿
目
貫
﹀
葵
紋
三
双　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵

︿
鐔
﹀
葵
紋
散
し
図　

赤
銅
七
々
子
地　

丸
形　

据
文
高
彫　

金
色
絵　

耳
・
七
々
子
打
ち
角
耳
小
肉
︿
小
柄
・
笄
﹀
直
照
（
花
押
）　

葵
紋
散
し
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
色
絵
︿
小
刀
﹀
作
陽
幕
下
士
源
正
義
︿
柄
﹀
白
鮫
着
黒
糸
巻
（
拵
の
総
長　

一
〇
二
・
五
㎝
）
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刀
　
出
羽
国
大
慶
庄
司
直な

お
た
ね胤

（
花
押
）

　
　
文
化
十
五
年
仲
春
　
窪
寺
直
令
所
持

（
江
戸
後
期
―
江
戸
）
二
〇
八
年
前

鎬
造
り　

刃
長
二
尺
五
寸
一
分
強
（
76
㎝
）
反
り
八
分
強　

元
巾
一
寸
五
厘　

先
巾
六
分
四
厘　

重
ね
二
分
四
厘

　

長
寸
で
元
先
の
巾
差
は
さ
ほ
ど
つ
か
ず
、
重
ね
厚
め
で
腰

反
り
深
く
つ
き
、
小
切
先
で
姿
よ
い
太
刀
姿
。
地
鉄
、
小
板

目
が
よ
く
錬
れ
て
つ
み
、
無
地
風
と
な
っ
て
地
沸
こ
ま
か
く

つ
き
、
淡
い
乱
れ
映
り
た
つ
。
刃
文
、
焼
刃
の
低
い
互
ノ
目

に
角
張
っ
た
互
ノ
目
を
連
ら
ね
、
匂
い
出
来
で
刃
中
に
小
足

入
り
、
総
体
に
ウ
ル
ミ
ご
こ
ろ
。
帽
子
、
乱
れ
込
ん
で
小
丸

に
小
さ
く
返
る
。

　

直
胤
は
出
羽
国
山
形
の
生
ま
れ
。
若
年
の
時
に
江
戸
に
出

て
、
水
心
子
正
秀
の
門
に
入
り
、
の
ち
に
師
同
様
に
上
州
館

林
藩
・
秋
元
侯
に
仕
え
た
。
水
心
子
門
の
逸
材
で
師
と
同
じ

く
﹁
新
々
刀
最
上
作
﹂
の
作
位
に
あ
る
。
文
化
初
年
ご
ろ
に

独
立
し
、
本
作
三
年
後
の
文
政
四
年
に
筑
前
大
掾
を
受
領
し

た
。
作
刀
は
約
五
十
年
に
わ
た
り
、
本
作
は
40
歳
の
時
で
、

文
化
十
五
年
ご
ろ
は
彼
に
と
っ
て
は
中
期
前
半
に
あ
た
る
。

こ
の
時
期
、
備
前
伝
を
さ
か
ん
に
焼
い
て
お
り
、
本
作
も
兼

光
写
し
で
刃
文
を
低
く
焼
き
、
本
歌
を
偲
ば
す
古
調
な
出
来

で
あ
る
。
為た
め
め
い銘

が
入
る
入
念
作
で
、
拵
は
幕
末
の
棕
櫚
塗
鞘

半
太
刀
拵
で
は
長
寸
の
立
派
な
も
の
。
銀
金
具
に
巨
大
な
金

の
龍
目
貫
は
人
目
を
驚
か
せ
る
。
鐔
を
木
製
に
し
た
の
は
、

中
身
も
含
め
重
さ
を
軽
減
す
る
た
め
か
。

　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）　

　
　
　
　

佐
藤
寒
山
博
士
鞘
書
あ
り
（
昭
和
42
年
）

　
　
　
　
﹃
優
秀
刀
図
録
﹄（
巻
１
）
所
載

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付　
　

三
六
〇

（360）
万
円
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棕
櫚
塗
込
め
鞘
半
太
刀
拵
︿
総
金
具
=
縁
頭
・
鞘
口
・
栗
形
・
鐶
・
柏
葉
・
小
尻
﹀
赤
城
軒
元
孚
と
銘
あ
り　

唐
草
図　

銀
石
目
地　

毛
彫

︿
大
目
貫
﹀
這
龍
図　

金
地　

容
彫
︿
鐔
﹀
木
製
漆
塗
り
雲
版
形　

定
紋
に
蓮
の
花
文
散
し　

金
・
銀
高
蒔
絵
︿
柄
﹀
白
鮫
着
灰
青
糸
巻
（
拵
の
総
長　

一
一
〇
㎝
）

短
刀
　
一
流
斎
厡
み
な
も
と
の
さ
だ
み
つ

貞
炗（
源
貞
光
）

　
　
　
於
旭
山
麓

（
文
久
―
陸
奥
）
幕
末
　
約
一
六
五
年
前

冠
落
し
造
り　

刃
長
五
寸
三
分
（
16
・
２
㎝
）　

内
反
り　

元
巾
五
分
三
厘　

先
巾
四
分
強　

重
ね
二
分
二
厘

　

小
ぶ
り
な
冠
落
し
姿
を
上
品
に
ま
と
め
上
げ
て
い
る
。
地

鉄
、
板
目
に
柾
交
じ
り
、
地
沸
こ
ま
か
に
つ
く
。
刃
文
、
小

沸
出
来
の
小
互
ノ
目
、
頭
が
や
や
尖
り
、
一
部
沸
強
く
、
刃

中
小
足
入
る
。
帽
子
、
直

ぐ
に
小
丸
、
返
り
長
く
そ

の
ま
ま
棟
焼
き
と
な
る
。

　

貞
光
は
生
国
水
戸
。
白

石
一
流
斎
貞
俊
の
一
族
で
、

お
も
に
陸
奥
国
涌
谷
（
現

在
の
宮
城
県
涌
谷
町
）
で

鍛
刀
し
た
。
本
作
に
あ
る

旭
山
も
涌
谷
の
県
立
公
園

の
旭
山
公
園
に
あ
る
小
山

で
あ
る
。
そ
の
他
、
白
石
・
金
山
で
も
打
つ
と
い
う
か
ら
、

奥
州
の
各
地
で
鍛
刀
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
今
回
の
作
が

生
ぶ
の
庄
内
拵
に
入
っ
て
い
る
わ
け
も
そ
れ
で
よ
く
分
か
る
。

ま
た
こ
の
一
族
は
銘
を
古
字
で
切
る
の
で
原
（
下
が
水
に
な

る
）
貞
英
で
な
く
源
貞
光
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
作
は
拵
の

方
が
貴
重
。
銀
造
り
の
頭
・
尻
と
も
尖
っ
た
幕
末
の
短
刀
突

兵
拵
で
、
ぐ
る
り
と
銀
で
囲
ん
だ
金
具
は
当
地
・
出
羽
庄
内

の
鷲
田
光
中
の
作
で
ま
こ
と
に
見
事
。
小
柄
の
小
刀
に
も
大

泉
（
庄
内
）
の
一
直
の
作
が
入
っ
て
お
り
庄
内
揃
い
で
あ
る
。

　
　

金
着
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）
拵
は
特
保

　
　
﹁
日
本
刀
剣
保
存
会
﹂
鑑
定
書
付　
　

一
六
〇

（160）
万
円

●
次
頁
に
続
く
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黒
漆
石
地
塗
雨
雲
文
金
研
出
し
蒔
絵
鞘
突
兵
合
口
拵
（
庄
内
拵
）

︿
総
金
具
﹀
縁
銘
・
詰
然
居
光
中
（
花
押
）　

竹
図　

銀
磨
地

　

金
色
絵　

毛
彫
︿
目
貫
﹀
丸
に
矢
筈
紋　

金
七
々
子
地　

丸

形　

高
彫　

銀
の
目
釘
付
き
︿
小
柄
・
割
り
笄
﹀
詰
然
居
光
中

（
花
押
）　

竹
図　

銀
磨
地　

金
色
絵　

毛
彫
︿
小
刀
﹀
大
泉

住
一
直
做
之
（
花
押
）（
拵
の
総
長　

二
八
㎝
）︿
特
別
保
存
刀

装
具
鑑
定
書
付
﹀

太
刀
　
傘
笠
正ま
さ
み
ね峯
作
之

　
　
　
丁
卯
年
二
月
（
昭
和
62
年
）

（
現
代
―
石
川
県
）
三
九
年
前

せ
い
ほ
う

鎬
造
り　

刃
長
二
尺
六
寸
三
分
（
79
・
６
㎝
）　

反
り
一
寸

二
分
強　

元
巾
一
寸
一
分　

先
巾
八
分　

重
ね
二
分
五
厘

　

ご
く
長
寸
で
身
巾
広
く
、
反
り
深
く
つ
い
て
切
先
延
び
ご

こ
ろ
、
重
ね
厚
く
重
量
が
あ
り
、
表
裏
に
棒
樋
と
添
樋
を
掻

き
流
し
た
立
派
な
太
刀
姿
。
地
鉄
、
小
板
目
が
よ
く
錬
れ
て

つ
み
、
地
沸
む
ら
な
く
つ
い
て
淡
い
映
り
ご
こ
ろ
を
見
る
。

刃
文
、
焼
き
の
高
い
大
小
の
丁
子
が
連
な
り
足
が
入
り
、
小

沸
づ
い
て
匂
い
深
い
。
帽
子
、
乱
れ
込
ん
で
小
丸
に
返
る
。

　

平
成
10
年
に
77
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
が
、
今
も
人
気
の
高

い
人
間
国
宝
・
隅
谷
正
峯
師
の
豪
快
な
鎌
倉
時
代
の
太
刀
写

し
の
一
振
。
人
間
国
宝
に
認
定
さ
れ
た
の
は
昭
和
56
年
（
60

歳
）
で
、
本
作
は
そ
の
六
年
あ
と
の
油
の
乗
り
切
っ
た
時
期

の
作
。
均
整
の
と
れ
た
太
刀
姿
に
、
得
意
の
丁
子
乱
れ
を
見

事
に
焼
き
、
正
峯
師
の
作
は
豪
快
で
明
る
い
と
こ
ろ
が
何
よ

り
も
よ
い
。

　
　
　
　

銀
無
垢
一
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　

昭
和
62
年
の
﹁
新
作
名
刀
展
﹂
出
品
刀

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付　
　

三
〇
〇

（300）
万
円

●
前
頁
・
貞
炗
の
全
身
・
拵

金具の写真は原寸



21



22

鐔
　
無
銘
　
加
賀
後
藤

小こ
ご
う督

屋
敷
図　

赤
銅
七
々
子
地　

撫
角
形　

鋤
出
高
彫

毛
彫　

金
・
銀
・
四
分
一
色
絵　

耳
・
鋤
残
し
て
小
肉

　

目
の
つ
ん
だ
赤
銅
七
々
子
地
に
、﹃
平
家
物
語
﹄
の
小
督

を
題
材
に
描
く
。
高
倉
天
皇
の
寵
姫
・
小
督
は
平
清
盛
を
怖

れ
て
嵯
峨
野
に
隠
れ
棲
む
。
し
か
し
高
倉
帝
の
命
に
よ
り
源

仲
国
が
、
嵯
峨
野
の
あ
た
り
片
折
戸
・
松
の
群
が
る
と
い
う

わ
ず
か
な
情
報
を
基
に
、
琴
の
音
を
た
よ
り
に
亀
山
の
あ
た

り
に
小
督
を
探
し
あ
て
る
。﹁
峰
の
嵐
か
松
風
か　

た
ず
ね

る
人
の
琴
の
音
か
…
﹂
の
詞
章
で
親
し
ま
れ
る
。
そ
の
屋
敷

の
様
子
を
鋤
出
高
彫
し
、
片
折
戸
の
門
・
濡
れ
縁
・
松
の
枝

を
厚
く
金
色
絵
。
妻
戸
や
縁
石
を
銀
色
絵
、
外
の
水
流
を
四

分
一
と
し
、
小
柴
垣
の
小
枝
の
集
ま
り
を
丁
寧
に
彫
る
。
こ

の
水
流
は
大
堰
川
か
。
鐔
の
表
で
は
妻
戸
が
閉
ま
り
、
裏
面

は
わ
ず
か
に
開
き
、
時
の
流
れ
を
表
現
し
て
い
る
。

　

加
賀
の
金
工
は
外
様
大
名
の
雄
・
前
田
家
の
庇
護
の
下
、

そ
れ
ま
で
の
技
術
に
加
え
て
、
京
か
ら
後
藤
宗
家
七
代
目
の

顕
乗
や
そ
の
子
・
九
代
目
程
乗
な
ど
が
出
仕
し
て
く
る
と
い

う
恩
恵
に
与
か
り
、
優
秀
な
加
賀
後
藤
と
呼
ば
れ
る
金
工
群

が
育
成
さ
れ
た
。
本
作
も
上
質
の
素
材
を
使
い
、
傷
み
な
く

手
間
の
か
か
っ
た
彫
り
に
、
金
・
銀
の
色
絵
を
多
用
し
た
後

藤
さ
な
が
ら
の
優
作
で
あ
る
。
江
戸
後
期
。

◆
縦
七
二
・
五
㎜　

横
六
九
・
六
㎜　

厚
さ
四
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り　
　

五
〇
（50）
万
円

鐔
　
無
銘
　
京
金
工

雲
龍
図　

赤
銅
七
々
子
地　

木
瓜
形　

高
彫　

据
文
象
嵌　

金
・
素
銅
色
絵　

小
肉
耳　

両
櫃
孔

　

厚
手
板
鐔
の
赤
銅
地
を
や
や
中
低
と
し
、
金
色
絵
の
丸
龍

を
表
裏
二
頭
ず
つ
据
文
象
嵌
す
る
。そ
の
ま
わ
り
に
金
色
絵
・

赤
銅
・
素
銅
の
三
色
の
雲
を
高
彫
し
て
散
り
ば
め
る
。
鐔
耳

の
ぐ
る
り
に
も
金
色
絵
の
桐
紋
を
繁
多
に
高
彫
据
文
し
、
表

裏
と
も
ほ
と
ん
ど
同
図
で
豪
華
。

　

格
式
高
い
出
来
で
重
厚
感
が
あ
る
。
京
金
工
は
京
在
住
の

金
工
で
特
定
の
流
派
に
属
さ
な
い
金
工
の
作
を
い
う
が
、
ま

さ
に
京
の
洗
練
さ
れ
た
作
風
で
あ
る
。
ま
た
、
鐔
耳
の
肉
彫

象
嵌
や
覆
輪
な
ど
は
、
今
は
本
掲
載
な
ど
正
面
か
ら
見
て
し

ま
う
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
が
、

拵
に
付
け
る
な
ど
立
体
的
な
視
感
と
な
る
と
、
こ
の
鐔
も
含

め
豪
華
さ
な
ど
絶
大
な
る
違
い
が
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
江

戸
後
期
。

◆
縦
六
九
・
六
㎜　

横
六
三
・
六
㎜　

厚
さ
二
㎜

　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付　
　

二
〇
（20）
万
円

小
道
具
写
真
は
原
寸
で
す
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鐔
　
無
銘
　
京
金
工

鐔
　
イ
ヨ
　
盛も

り

世よ

（
印
・
盛
世
）
寛
政
八
年
丙
辰
　
秋
九
月
吉
日
写
之

印
章
散
し
図　

鉄
焼
手
腐
ら
し
地　

長
丸
碁
石
形

　

中
央
か
ら
耳
に
か
け
て
厚
さ
を
減
じ
る
碁
石
形
の
鐔
。
鉄
地
を
酸
で
腐
食
さ
せ
て
独
特
の
風
合
い
の
地
を
作
り
、
印
章

と
銘
の
部
分
は
耐
酸
性
の
塗
料
を
塗
っ
て
鋤
き
出
す
よ
う
に
残
し
、
磨
地
で
図
が
浮
か
び
あ
が
る
よ
う
に
仕
上
げ
る
。

　

伊
予
の
松
山
に
は
伊
予
正
阿
弥
の
工
が
お
り
、
盛
□
（
森
□
と
も
）
と
家
□
と
銘
す
る
集
団
が
発
展
し
た
。
こ
の
鐔
の

盛
世
も
そ
の
一
人
で
、
細
密
な
平
象
嵌
の
ほ
か
、
本
作
の
よ
う
な
多
種
の
技
法
を
用
い
る
。

　

本
作
は
印
相
文
と
篆
刻
文
字
を
配
置
よ
く
散
ら
し
、
意
匠
に
も
優
れ
た
鐔
で
あ
る
。
こ
の
工
は
、
鐔
で
あ
っ
て
も
年
紀

が
あ
る
の
を
よ
く
見
か
け
る
気
が
し
、
今
回
も
二
三
〇
年
前
の
作
と
時
代
が
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
よ
い
。
江
戸
後
期
。

◆
縦
七
六
・
七
㎜　

横
七
四
・
六
㎜　

厚
さ
三
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付　
　

一
八
万
五
千

（18.5）
円

上
下
桐
紋
透
し
・
雲
龍
図　

赤
銅
七
々
子
地　

木
瓜
形　

透

し
彫　

耳
・
金
色
絵
の
雲
龍
を
肉
彫

　

き
わ
め
て
目
の
細
か
い
赤
銅
地
を
、
耳
際
か
ら
切
羽
台
に

か
け
て
わ
ず
か
に
鋤
下
げ
て
地
を
大
き
く
透
し
、
桐
紋
を
上

下
に
透
す
。
木
瓜
形
の
鐔
耳
に
は
雲
龍
と
剣
巻
龍
の
二
頭
を

高
彫
し
、
厚
く
金
色
絵
し
て
ま
さ
に
肉
彫
の
雰
囲
気
で
あ
る
。

　

無
銘
な
が
ら
京
金
工
に
極
ま
る
だ
け
あ
り
、
大
変
華
や
か

で
品
格
が
あ
る
。
呂
塗
り
鞘
に
合
わ
せ
れ
ば
際
立
つ
鐔
で
あ

る
。
江
戸
後
期
。

◆
縦
七
五
・
五
㎜　

横
六
九
・
一
㎜　

厚
さ
三
㎜

　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付　
　

二
〇
（20）
万
円
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鐔
　
知ち

識し
き
か
ね
た
け

兼
武
（
花
押
）

浜
辺
風
景
図　

赤
銅
石
目
地　

長
丸
形　

鋤
出
彫　

毛
彫

　

い
か
に
も
薩
摩
と
い
う
漆
黒
の
赤
銅
地
に
、
山
水
画
の
よ
う
に

浜
辺
風
景
を
浅
い
鋤
出
彫
と
毛
彫
で
描
く
。
波
の
と
こ
ろ
は
磨
地

と
し
、
陸
地
も
大
き
な
岩
と
住
家
は
磨
地
に
す
る
も
、
地
面
と
空

は
石
目
地
と
し
て
一
見
霧
で
も
か
か
っ
て
い
る
よ
う
。
大
ぶ
り
の

鐔
で
重
量
が
あ
り
、
傷
み
な
く
光
線
の
加
減
で
地
と
空
の
石
目
地

が
光
り
、
見
事
な
腕
前
で
あ
る
。

　

薩
摩
の
金
工
数
は
多
く
、
中
で
も
小
田
派
と
知
識
派
が
双
璧
で

あ
る
。
小
田
派
が
鍛
え
の
良
い
鉄
地
に
肉
彫
透
し
を
す
る
の
に
対

し
、
知
識
派
は
鉄
以
外
に
も
赤
銅
や
四
分
一
を
用
い
て
象
嵌
色
絵

を
施
す
な
ど
巾
広
い
作
風
を
見
せ
て
い
る
。
同
派
は
二
代
兼
矩
が

江
戸
に
出
て
後
藤
宗
家
13
代
光
孝
の
門
に
入
り
修
業
し
、
帰
郷
後

は
師
弟
を
養
成
し
て
同
派
興
隆
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
。
本
作
は
兼

矩
の
子
の
三
代
兼
武
の
優
作
。
寛
政
二
年
没
で
あ
る
か
ら
江
戸
後

期
前
半
の
人
で
あ
る
。

◆
縦
七
九
・
八
㎜　

横
七
六
・
五
㎜　

厚
さ
三
・
八
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
箱
入
り　
　

六
五
（65）
万
円

鐔
　
兼か

ね
お
き置

（
花
押
）

福
神
図　

四
分
一
磨
地　

長
丸
形　

片
切
毛
彫　

角
耳
小
肉

　

暗
黒
の
四
分
一
磨
地
に
、
表
は
小
舟
で
転う
た
た
ね寝

を
す
る
布
袋
、

裏
に
弁
天
と
福
禄
寿
の
福
神
を
彫
り
、
空
に
は
鶴
が
舞
う
と

い
う
穏
や
か
な
吉
祥
図
で
あ
る
。
厚
手
の
板
鐔
で
ず
っ
し
り

と
し
た
重
み
が
あ
り
、
素
材
の
よ
さ
が
窺
え
、
そ
こ
に
彫
り

入
れ
る
片
切
彫
は
ま
こ
と
に
鏨た
が
ね鮮

や
か
で
あ
る
。

　

本
作
は
知
識
家
五
代
目
兼
置
の
作
で
、
優
工
揃
い
の
知
識

家
に
あ
っ
て
も
さ
ら
に
名
声
高
く
、
同
派
の
名
を
高
か
ら
し

め
て
い
る
。
文
化
三
年
生
ま
れ
で
、
成
長
し
て
か
ら
父
祖
の

関
係
で
江
戸
へ
出
て
後
藤
宗
家
15
代
目
の
光
美
家
の
門
人
と

な
り
修
業
を
積
み
、
薩
摩
へ
帰
郷
し
て
大
成
し
た
。
優
れ
た

弟
子
も
多
く
養
成
し
、
明
治
17
年
79
歳
没
。
幕
末
。

　

な
お
昨
年
の
５
月
~
７
月
、
東
京
の
刀
剣
博
物
館
で
﹁
日

本
刀　

美
の
表
現
と
薩
摩
金
工
の
精
髄
﹂
が
開
催
さ
れ
た
。

薩
摩
の
諸
金
工
の
優
品
が
多
数
展
示
さ
れ
圧
巻
で
し
た
。

◆
縦
七
四
・
五
㎜　

横
六
八
・
三
㎜　

厚
さ
四
・
四
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り　
　

三
〇
（30）
万
円

鐔
　
知ち

識し
き
か
ね
た
け

兼
武
（
花
押
）
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拡
大

拡大

縁
頭
　
政

し
�
う
ず
い随

相
撲
と
大
筒
撃
ち
図　

赤
銅
石
目
地　

四
分
一
・
素
銅
据
文

金
・
銀
・
赤
銅
色
絵

　

漆
黒
の
赤
銅
石
目
地
に
、
相
撲
の
力
士
と
大
筒
を
構
え
る

裃
姿
の
人
物
を
彫
る
。
カ
シ
ラ
の
取
組
む
力
士
は
手
を
掛
け

た
り
足
懸
け
し
た
り
と
相
撲
の
技
を
巧
み
に
描
く
。
体
を
素

銅
と
赤
銅
で
据
文
し
、
ふ
ん
ど
し
と
目
を
金
色
絵
。
フ
チ
は
、

裃
に
脇
差
を
指
し
た
人
物
が
縁
か
ら
は
み
出
し
た
（
こ
の
図

付
け
は
政
随
に
ま
ま
見
ら
れ
る
）
素
銅
の
大
筒
を
構
え
る
。

顔
・
手
足
を
四
分
一
据
文
し
、
各
処
こ
ま
か
く
金
色
絵
す
る
。

行
司
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

政
随
は
浜
野
氏
。
元
禄
九
年
に
生
ま
れ
明
和
六
年
に
74
歳

で
没
。
奈
良
利と
し
な
が寿
の
門
人
で
豪
快
な
彫
法
を
も
っ
て
圧
倒
的

な
人
気
を
博
し
、
横
谷
・
奈
良
派
と
並
ぶ
町
彫
り
工
の
主
要

な
門
流
を
形
成
し
師
家
を
し
の
ぐ
発
展
を
と
げ
、
矩の
り
ゆ
き随

ほ
か

子
弟
数
は
最
も
多
く
を
数
え
、﹁
浜
野
﹂
の
流
名
を
名
乗
る

者
は
百
人
を
こ
す
と
い
わ
れ
て
い
る
。
同
派
の
作
風
は
、
赤

銅
地
も
し
く
は
四
分
一
地
（
七
々
子
地
は
少
な
い
）
に
、
仙

人
・
豪
傑
・
合
戦
図
な
ど
を
高
彫
色
絵
で
彫
り
上
げ
る
。

　

本
作
の
行
司
が
持
つ
大
筒
と
相
撲
の
関
係
は
判
ら
な
い
が
、

大
筒
を
発
射
す
る
姿
と
相
撲
の
踏
ん
張
る
姿
は
同
じ
だ
そ
う
。

ま
た
相
撲
部
屋
に
は
力
士
が
腕
力
や
体
幹
を
き
た
え
る
鉄
砲

柱
が
あ
る
。
ま
た
政
随
が
65
歳
の
こ
ろ
、
大
筒
梶
右
エ
門
と

名
乗
る
大
関
が
活
躍
し
て
い
た
よ
う
で
、
贔ひ
い
き屓

だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
江
戸
神
田
住
。
江
戸
中
期
。

　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
（
帙
付
）　　

四
八
（48）
万
円

目
貫
　
無
銘
　
一
宮
派

虎こ
ひ
ょ
う豹

図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
平
象
嵌　

銀
色
絵　

毛
彫

　

漆
黒
の
赤
銅
地
に
虎
と
豹
を
容
彫
す
る
。
虎
は
体
の
横
縞
模
様

を
金
平
象
嵌
、
豹
は
斑
点
模
様
を
金
平
象
嵌
し
、
そ
れ
ぞ
れ
毛
並

を
毛
彫
す
る
。
ま
た
虎
は
口
を
閉
じ
、
豹
は
口
を
開
け
て
さ
な
が

ら
阿あ
う
ん吽

の
形
式
を
と
り
、
口
と
歯
は
銀
色
絵
。

　

京
の
三
傑
と
称
さ
れ
る
名
工
・
一
宮
長
常
を
代
表
と
す
る
一
宮

派
の
作
。
虎
を
見
る
機
会
は
実
際
に
は
な
い
も
の
の
、
勇
猛
な
虎

は
武
家
に
好
ま
れ
、
室
町
時
代
以
降
多
く
の
絵
師
に
よ
っ
て
、
中

国
・
朝
鮮
の
絵
画
を
も
と
に
描
か
れ
た
。
ま
た
当
時
は
、
豹
は
虎

の
雌
と
解
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
目
貫
も
さ
し
ず
め
﹁
雌
雄
虎
図
﹂

で
あ
る
。
本
作
は
赤
銅
の
地
が
厚
く
、
彫
り
に
高
低
が
深
く
つ
き
、

裏
の
丸
い
根
も
し
っ
か
り
し
て
保
存
よ
く
、
優
れ
た
目
貫
で
あ
る
。

江
戸
中
期
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付　
　

十
（10）
万
円

か
み
し
も
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部分拡大

縁
頭
　
岩
本
寛か

ん

利り

（
花
押
）

萩
図　

真
鍮
石
目
地　

高
彫　

片
切
彫　

金
・
赤
銅
色
絵

　

真
鍮
地
を
石
目
に
仕
立
て
、
萩
を
高
彫
し

て
花
を
金
色
絵
、
葉
を
赤
銅
色
絵
す
る
。
フ

チ
の
下
方
、
穏
や
か
な
水
流
を
片
切
彫
で
描

く
。
こ
の
図
は
全
国
に
六
つ
あ
る
と
い
う
玉

川
（
六む

玉た
ま
が
わ川

。
各
種
邦
楽
曲
の
題
名
と
な

る
）
の
一
つ
で
、
滋
賀
県
草
津
市
の
萩
の
名

所
﹁
野
路
の
玉
川
﹂
を
描
く
も
の
。
平
安
時

代
か
ら
そ
の
名
が
知
ら
れ
、
秋
に
な
る
と
一

面
に
萩
が
咲
く
こ
と
か
ら
﹁
萩
の
玉
川
﹂
と

も
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
き
た
。

　

寛
利
は
江
戸
の
名
工
・
岩
本
昆こ
ん
か
ん寛

の
門
人
。

旧
姓
浅
井
氏
で
後
に
養
子
と
な
り
家
業
を
継

ぐ
。
師
の
昆
寛
は
横
谷
・
柳
川
・
奈
良
の
彫

法
を
混
然
融
和
し
て
、
哀
愁
と
詩
情
を
表
現

し
た
絵
風
の
彫
技
を
作
る
が
、
そ
れ
を
受
け

継
ぎ
、
ま
た
後
藤
と
奈
良
の
古
雅
な
描
写
を

取
り
入
れ
、
斬
新
な
町
彫
り
様
式
の
作
品
を

製
作
し
た
。
文
化
十
二
年
に
40
歳
で
没
。
本

作
は
、
真
鍮
地
に
金
・
黒
の
色
絵
が
際
立
ち
、

彫
り
も
繊
細
な
が
ら
高
く
、
静
か
な
華
や
か

さ
が
窺
え
る
。
江
戸
後
期
。

　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　

上
製
落
し
箱
入
り　
　

二
四
（24）
万
円

　

漆
黒
の
赤
銅
七
々
子
地
に
、
梔く

ち
な
し子
形
の
脚
を
も
つ
碁
盤
台
を
高
彫
し
、
贅
沢
に
厚
く
金

色
絵
す
る
。
脇
に
碁
石
を
入
れ
る
碁ご

け笥
を
置
き
、
黒
の
碁
石
を
赤
銅
で
、
白
の
碁
石
を
銀

色
絵
で
散
ら
す
。
碁
盤
台
の
目
と
、
正
面
の
木
口
の
杢
目
を
毛
彫
。
碁
石
が
散
ら
ば
っ
て

い
る
の
で
終
局
か
。

　

色
金
と
そ
れ
ぞ
れ
の
質
感
な
ど
、
細
部
に
ま
で
行
き
届
い
た
高
い
技
量
が
窺
え
る
堅
実

な
仕
事
ぶ
り
で
、
加
賀
後
藤
に
極
ま
る
小
柄
で
あ
る
。
な
お
余
談
で
あ
る
が
、
一
力
遼
名

人
・
本
因
坊（
な
ど
現
五
冠
）と
い
う
高
名
な
若
手
棋
士
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
東
京
・
千
代

田
区
立
番
町
小
学
校
の
卒
業
生
だ
そ
う
で
、
私
・
柴
田
の
ず
っ
と
ず
っ
と
下
の
後
輩
に
あ

た
り
光
栄
で
す
。
な
お
番
町
小
学
校
は
市
ヶ
谷
駅
が
近
く
、
そ
こ
に
は
日
本
棋
院
が
あ
っ

て
、
今
回
の
小
柄
を
見
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
思
い
出
し
ま
し
た
。
江
戸
中
期
。

　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付　

上
製
落
し
箱
入
り　
　

十
二
万

（12.5）
五
千
円

小柄　無銘　加賀後藤

拡
大

碁盤・碁石図　赤銅七々子地　高彫象嵌　毛彫　金・銀色絵
裏・赤銅磨地
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麦
穂
胡
蝶
図　

四
分
一
磨
地　

片
切
・
毛
彫　

金
・
銀
平
象

嵌　

裏
・
磨
地

　

落
ち
着
い
た
四
分
一
磨
地
に
麦
穂
と
二
羽
の
蝶
を
描
く
。

麦
の
小
花
・
ヒ
ゲ
・
止
葉
・
稈
を
片
切
彫
と
毛
彫
で
繊
細
に

彫
り
、
二
羽
の
蝶
は
そ
れ
ぞ
れ
毛
彫
し
て
金
・
銀
平
象
嵌
。

　

川
宝
斎
は
京
の
名
工
・
大
月
光
興
の
門
人
・
川か
わ
ら
ば
や
し
ひ
で
お
き

原
林
秀
興

の
号
。
秀
興
は
天
明
八
年
に
生
ま
れ
、
嘉
永
四
年
に
64
歳
没
。

丹
後
屋
を
屋
号
と
し
趣
味
も
広
く
俳
諧
の
宗
匠
と
し
て
も
活

躍
し
た
よ
う
だ
。
篤
興
・
秀
国
（
そ
れ
ぞ
れ
秀
興
の
長
女
・

次
女
が
嫁
ぐ
）
の
優
工
を
育
て
、
一
族
お
お
い
に
繁
栄
し
た
。

師
の
光
興
が
京
の
岸が
ん

駒く

に
絵
画
を
学
び
写
実
性
に
優
れ
て
い

て
、
そ
の
大
月
流
を
継
承
す
る
作
風
で
あ
る
。

　

こ
の
小
柄
は
円
山
応
挙
の
次
男
・
応
受
（
木
下
応
受
）
の

図
を
本
と
す
る
。
応
受
は
花
鳥
画
を
よ
く
し
た
。
本
作
も
麦

穂
に
戯
れ
飛
ぶ
蝶
を
題
材
に
、
さ
わ
や
か
な
初
夏
の
風
を
感

じ
さ
せ
る
。
蝶
は
長
寿
に
通
じ
、
特
に
二
羽
の
蝶
は
吉
祥
図

と
さ
れ
る
。
傷
み
も
な
く
、
さ
わ
や
か
な
小
柄
で
あ
る
。
江

戸
後
期
。

　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り　
　

二
四
（24）
万
円

小
柄
　
川せ

ん
ぽ
う
さ
い

宝
斎
鐫
之
　
以
円ま

る
や
ま
お
う
じ
�

山
応
受
図

縁
頭
　
無
銘
　
肥
後

雪
華
文
象
嵌
図　

鉄
地　

縁
・
壺
口
形　

頭
・
猫
背
形　

金

・
銀
布
目
象
嵌

　

鉄
地
の
肥
後
の
縁
頭
で
、
縁
・
頭
共
に
肥
後
金
具
独
特
の

形
状
に
仕
立
て
る
。
フ
チ
は
腰
の
低
い
壺
口
形
、
カ
シ
ラ
は

猫
背
形
に
形
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
陰
陽
の
雪
華
文
を
小
さ
く
金

・
銀
で
厚
く
布
目
象
嵌
す
る
。
肥
後
金
具
に
し
て
は
珍
し
い

雪
華
文
で
、
実
用
・
美
を
兼
ね
る
肥
後
拵
の
金
具
に
ふ
さ
わ

し
い
品
。
な
お
縁
頭
は
、
一
般
に
赤
銅
な
ど
色
金
で
作
ら
れ

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
鉄
製
で
あ
っ
て
加
え
て
味
わ
い
深

い
と
な
る
と
肥
後
で
あ
る
。
江
戸
中
期
。

　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り　
　

八
万
五
千

（8.5）
円

笄
　
無
銘
　
江
戸
肥
後

雲
龍
図　

鉄
地　

金
布
目
象
嵌

　

黒
々
と
鉄
錆
地
で
覆
わ
れ
た
笄
で
、
地
板
・
竿
を
一
体
化
し
、
雲
龍
図
を
金
布
目
象
嵌
す
る
。
細
身
に
す
っ
き
り
し
た
姿
に

金
線
象
嵌
が
く
っ
き
り
と
浮
き
立
つ
。

　

肥
後
拵
は
笄
部
に
馬
針
を
差
込
む
。
本
作
も
一
見
馬
針
の
よ
う
で
あ
る
が
、
下
半
が
剣
で
な
く
竿さ
お

形
で
あ
る
。
馬
針
と
笄
の

折
衷
形
と
も
い
え
、
江
戸
後
期
に
人
気
を
博
し
た
江
戸
肥
後
な
ら
で
は
の
作
で
あ
ろ
う
。
蕨
手
と
地
板
の
竿
の
境
を
金
布
目
象

嵌
で
形
取
っ
て
、
笄
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
金
線
象
嵌
の
雨
龍
は
じ
つ
に
鮮
や
か
。
江
戸
後
期
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り　
　

八
万
五
千

（8.5）
円

27



28

鐔
　
次
郎
太
郎
藤
原
直な
お
か
つ勝
／
忠
俊
所
持
（
銀
象
嵌
）

日
本
刀
﹁
現
存
の
優
品
﹂
○101

令
和
８
年
３
月
25
日
発
行
　
発
行
所
／
㈱
刀
剣
柴
田
〒
１
０
４
・
０
０
６
１

東
京
都
中
央
区
銀
座
５
│

６
│

９

電
話
番
号
／
０
３
│

３
５
７
３
│

２
８
０
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
│

３
５
７
３
│

２
８
０
４

３軒となりに引越しました。
旧ビル建替えのため10ｍ先の（１階・地階）
に新装開店しています。
新しい店は気持ちよいです。即売会にお
越しください。

電話 03（3573）2801・Fax 03（3573）2804

移転しています。
新店オープン！

〒１０４─００６１
東京都中央区銀座５─６─９（１階と地下）
（旧店の５-６-８の最後の「８」が「９」になりました。）

１階の内部

地下の展示室

すずらん通りから見た新店舗１階の外観

鐔
　
次
郎
太
郎
藤
原

源
氏
車
に
桐
文
図　

鉄
鎚
目
地　

撫
角
形　

鋤
出
彫　

片
櫃
孔
・

白
鉛
埋
め　

土
手
耳
に
亀
甲
文

　

鉄
鎚
目
地
に
放
射
状
に
車
輪
の
輻や

状
に
日ひ
あ
し
や
す
り

足
鑢
を
懸
け
、
表
裏

に
一
ケ
ず
つ
桐
の
葉
を
鋤
出
彫
し
、
土
手
耳
に
は
亀
甲
文
を
毛
彫

す
る
。
耳
に
は
鉄
骨
を
現
し
、
朽
ち
込
み
の
跡
も
見
せ
る
な
ど
、

こ
ま
か
い
神
経
の
行
き
届
い
た
力
作
。
大
ぶ
り
で
、
加
え
て
所
持

者
の
名
を
銀
象
嵌
す
る
特
注
品
。

　

直
勝
は
文
化
二
年
上
総
国
山
辺
郡
の
生
ま
れ
、
本
来
は
刀
工
で

通
称
を
次
郎
太
郎
と
い
い
、
水
心
子
正
秀
の
弟
子
・
大
慶
直
胤
の

門
人
で
後
に
娘
婿
と
な
る
。
正
秀
・
直
胤
が
館
林
藩
主
・
秋
元
家

の
抱
え
工
で
あ
っ
た
の
で
、
師
と
同
様
に
秋
元
家
の
抱
え
工
と
な

る
。
岳
父
・
直
胤
没
の
翌
年
の
安
政
五
年
に
54
歳
没
。
急
死
と
い

う
か
予
期
せ
ぬ
死
だ
っ
た
と
い
う
。

　

直
勝
に
は
信
家
写
し
の
出
来
の
よ
い
鐔
が
現
存
す
る
。
刀
工
の

作
だ
け
に
強
靭
な
鍛
え
の
が
っ
ち
り
し
た
も
の
で
鉄
味
は
よ
い
。

な
お
﹁
直
勝
﹂
銘
の
鐔
は
ま
ま
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど

が
息
子
の
弥
門
直
勝
の
作
で
あ
る
。
幕
末
。

﹃
刀
装
金
工
銘
字
大
系
Ⅱ
﹄﹃
金
工
名
鑑
﹄
に
、
銘
字
の
部
分
が

所
載
さ
れ
て
い
る
。

◆
縦
八
七
・
六
㎜　

横
八
三
・
二
㎜　

厚
さ
二
㎜

　
　
　
　
　
　
﹁
刀
剣
と
歴
史
﹂
472
号
（
昭
和
48
年
３
月
）
所
載

　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付　
　

三
八
（38）
万
円


